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令和５年３月２２日（水曜日）第１回定例会 
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   議事日程第６号       第１回定例会 

   令和５年３月２２日（水）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第２９号 寒河江市副市長の選任について 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 委員会付託 

 〃  ４ 質疑・討論・採決 

 〃  ５ 議第３０号 寒河江市監査委員の選任について 

 〃  ６ 議案説明 

 〃  ７ 委員会付託 

 〃  ８ 質疑・討論・採決 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 ９ 議第 ７号 令和５年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １０ 議第 ８号 令和５年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １１ 議第 ９号 令和５年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １２ 議第１０号 令和５年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １３ 議第１１号 令和５年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １４ 議第１２号 令和５年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １５ 議第１３号 令和５年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃 １６ 議第１４号 令和５年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １７ 議第１５号 令和５年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １８ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １９ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第２０ 議第１６号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 ２１ 議第１７号 寒河江市個人情報保護法施行条例の制定について 

 〃 ２２ 議第１８号 寒河江市田代地区多目的交流館の設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いて 

 〃 ２３ 議第１９号 寒河江市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について 

 〃 ２４ 議第２４号 寒河江市葉山森林総合レクリエーシヨン施設に関する条例の一部改正につい

て 

 〃 ２５ 議第２５号 寒河江市道路占用料条例の一部改正について 

 〃 ２６ 議第２７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ２７ 議第２８号 市道路線の認定について 

 〃 ２８ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 
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日程第２９ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第３０ 議第２０号 寒河江市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例の制定につい

て 

 〃 ３１ 議第２１号 こども家庭庁設置法の施行等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につ

いて 

 〃 ３２ 議第２２号 寒河江市国民健康保険条例の一部改正について 

 〃 ３３ 議第２３号 寒河江市犯罪被害者等支援条例の制定について 

 〃 ３４ 議第２６号 寒河江市西村山郡介護認定審査会共同設置規約の一部変更について 

 〃 ３５ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ３６ 質疑・討論・採決 

 

日程第３７ 議第３１号 令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第１５号） 

 〃 ３８ 議第３２号 令和５年度寒河江市一般会計補正予算（第１号） 

 〃 ３９ 議第３３号 寒河江市職員定数条例の一部改正について 

 〃 ４０ 議第３４号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ４１ 議案説明 

 〃 ４２ 委員会付託 

 〃 ４３ 質疑・討論・採決 

 〃 ４４ 議会案第１号 寒河江市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 

 〃 ４５ 議会案第２号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 

 〃 ４６ 議案説明 

 〃 ４７ 質疑・討論・採決 

 〃 ４８ 市立病院検討特別委員会における調査・研究報告について 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第６号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時１０分 

 

○伊藤正彦議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。阿部議会運営委員長。 
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   〔阿部 清議会運営委員長 登壇〕 

○阿部 清議会運営委員長 おはようございます。 

  本日の会議運営につきましては、３月20日、

委員６名全員出席並びに関係者出席の下、議会

運営委員会を開催し、協議いたしましたので、

その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、議第29号寒河江市副市長の選任

について、議第30号寒河江市監査委員の選任に

ついて、議第31号令和４年度寒河江市一般会計

補正予算（第15号）、議第32号令和５年度寒河

江市一般会計補正予算（第１号）、議第33号寒

河江市職員定数条例の一部改正について、議第

34号寒河江市特別職に属する者の給与等に関す

る条例の一部改正について、議会案第１号寒河

江市議会の個人情報の保護に関する条例の制定

について及び議会案第２号寒河江市議会委員会

条例の一部改正についての８案件であります。 

  このことにより、議事日程の一部変更が必要

となります。 

  日程変更の詳細につきましては、お示しして

おります日程表のとおり変更となります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○伊藤正彦議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第６号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○伊藤正彦議長 日程第１、議第29号寒河江市副

市長の選任についてを議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○伊藤正彦議長 日程第２、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  私から議第29号寒河江市副市長の選任につい

てを御説明申しあげます。 

  本年３月31日をもって菅原隆平副市長が辞職

されますので、新たに齋藤真朗氏を選任いたし

たく、御提案するものでございます。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願い申

しあげる次第であります。 

 

委 員 会 付 託 

 

○伊藤正彦議長 日程第３、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第29号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○伊藤正彦議長 日程第４、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第29号について、質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 
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  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第29号寒河江市副市長の選任につ

いてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第29号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第29号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○伊藤正彦議長 日程第５、議第30号寒河江市監

査委員の選任についてを議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○伊藤正彦議長 日程第６、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第30号寒河江市監査委員の選

任についてを御説明申しあげます。 

  本年３月31日をもって船田孝夫監査委員が辞

職されますので、新たに大沼 勇氏を選任いた

したく、御提案するものでございます。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願い申

しあげる次第であります。 

 

委 員 会 付 託 

 

○伊藤正彦議長 日程第７、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第30号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○伊藤正彦議長 日程第８、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第30号について、質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第30号寒河江市監査委員の選任に

ついてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第30号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第30号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○伊藤正彦議長 日程第９、議第７号令和５年度

寒河江市一般会計予算から日程第17、議第15号

令和５年度寒河江市水道事業会計予算までの９

案件を一括議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 
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経過並びに結果報告 

 

○伊藤正彦議長 日程第18、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。佐藤予算特

別委員長。 

   〔佐藤耕治予算特別委員長 登壇〕 

○佐藤耕治予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第７

号令和５年度寒河江市一般会計予算、議第８号

令和５年度寒河江市国民健康保険特別会計予算、

議第９号令和５年度寒河江市後期高齢者医療特

別会計予算、議第10号令和５年度寒河江市介護

保険特別会計予算、議第11号令和５年度寒河江

市介護認定審査会共同設置特別会計予算、議第

12号令和５年度寒河江市財産区特別会計（高松、

醍醐、三泉）予算、議第13号令和５年度寒河江

市下水道事業会計予算、議第14号令和５年度寒

河江市立病院事業会計予算及び議第15号令和５

年度寒河江市水道事業会計予算であります。 

  ３月13日、委員12名出席、当局からは市長を

はじめ関係課長等出席の下、委員会を開会し、

９案件を一括議題とし、質疑の後、各分科会に

分担付託し、審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第７号、議第８号、議第９号、議第10号、

議第11号、議第12号、議第13号、議第14号及び

議第15号の９案件を一括して採決した結果、賛

成多数をもって原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○伊藤正彦議長 日程第19、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第７号令和５年度寒河江市一般会計予算、

議第８号令和５年度寒河江市国民健康保険特別

会計予算、議第９号令和５年度寒河江市後期高

齢者医療特別会計予算、議第10号令和５年度寒

河江市介護保険特別会計予算、議第11号令和５

年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計

予算、議第12号令和５年度寒河江市財産区特別

会計（高松、醍醐、三泉）予算、議第13号令和

５年度寒河江市下水道事業会計予算、議第14号

令和５年度寒河江市立病院事業会計予算及び議

第15号令和５年度寒河江市水道事業会計予算の

９案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ９案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第７号、議第８号、議第９号、議

第10号、議第11号、議第12号、議第13号、議第

14号及び議第15号の９案件は原案のとおり可決

されました。 
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議 案 上 程 

 

○伊藤正彦議長 次に、日程第20、議第16号寒河

江市課制条例の一部改正についてから日程第27、

議第28号市道路線の認定についてまでの８案件

を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○伊藤正彦議長 日程第28、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。後藤総

務産業常任委員長。 

   〔後藤健一郎総務産業常任委員長 登壇〕 

○後藤健一郎総務産業常任委員長 総務産業常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月13日、委員６名出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第16号から議第19

号まで、議第24号、議第25号、議第27号及び議

第28号並びに陳情第１号の９案件であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに、議

第28号の審査を行い、その後、議第16号、議第

17号、議第18号、議第19号、議第24号、議第25

号、議第27号、陳情第１号の順で審査をするこ

とを諮り、異議なく了承され、そのように審査

することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第28号市道路線の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第16号寒河江市課制条例の一部改正

についてを議題とし、当局の説明を求め、質疑

に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、議第17号寒河江市個人情報保護法施行

条例の制定についてを議題とし、当局の説明を

求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、討論

を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第18号寒河江市田代地区多目的交流

館の設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に入

りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採決

の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  次に、議第19号寒河江市職員の高齢者部分休

業に関する条例の制定についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より、「この制度のイメージとして、年

休のように合計何日までなら休めるという制度

ではなく、１週間当たり通常の勤務時間の２分

の１を超えない範囲であれば休むことができる

という理解でいいか」との問いがあり、当局よ

り「そのとおりで、年休のように制限はござい

ません」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第24号寒河江市葉山森林総合レクリ

エーシヨン施設に関する条例の一部改正につい

てを議題とし、当局の説明を求め、質疑に入り

ましたが、質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  次に、議第25号寒河江市道路占用料条例の一

部改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 
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  次に、議第27号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、陳情第１号庁舎内における職員への政

党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求

める陳情を議題とし、担当書記による陳情文書

朗読の後に、審査に入りました。 

  主な意見などの内容を申しあげます。 

  委員より、「山形県選挙管理委員会に届け出

た登録している政治団体によれば、この陳情申

請者は国際勝共連合山形県本部の代表である。

今回の陳情については、統一地方選を前に寒河

江市議会でも団体の存在感をアピールする狙い

があると思われる。市民から何とかしてくれと

いう陳情ならいざ知らず、こうした陳情を議案

に付し、貴重な時間を費やすことはいかがなも

のかと考えるので、採択には反対である」との

意見がありました。 

  委員より、「政党機関紙を読むのであれば、

各家庭のほうに配布してもらうというのがごく

当たり前のことであり、庁舎内での配達、購読

の勧誘はいかがなものかと考えるので、陳情内

容は妥当である」との意見がありました。 

  委員より、「陳情を見ると職員へのパワハラ

に当たる可能性のある内容だった。職員が嫌が

っているのであれば止めたほうがよいと考え、

20人ぐらいに聞いてみたところ、９割の方が止

めてほしい、できれば止めてほしい、あとの１

割の方はどちらでもないという結果であった。

当事者である職員の方が嫌がっているのなら止

めたほうがいいと思われるので、陳情の内容は

妥当であると判断する」との意見がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て採択すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○伊藤正彦議長 日程第29、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

  太田陽子議員。 

○太田陽子議員 陳情第１号についてですが、こ

の陳情を出している勝共連合というのは、昨年

７月に安倍元総理が殺害された要因と言われて

いる反社会的カルト教団統一教会の政治団体が

勝共連合と言われています。 

  この陳情の内容についても、憲法で保障され

ている権利の侵害、また民主主義の根幹に関わ

る内容であると思います。 

  今、岸田首相も統一教会との関係を断つと明

言されています。その中で、今この地方議会に

統一教会を隠して無所属とか自民党を名のり議

員として入っているという報告もなされていま

す。 

  今、本当に民主主義が問われていることの一

環であると思います。このような陳情について、

山形県でも、大分の市町村に陳情が出されてお

るということですが、ほかの市では常任委員会

で否決されているということが報告されていま

す。 

  議員は特別公務員であり、庁舎内の出入りは

自由であります。また庁舎内での集金などは、

職員の利便性を図るものと考えております。無

理やりという、今パワハラという問題もありま

すが、ほかの政党の新聞なども配達されている

こともあります。なぜ今この問題が、この陳情

が採決されたのか。審議の内容を聞きましたが、

本当に本質的な審議がなされたのか、とても疑

問だと思います。委員長の考えをお伺いしたい

です。 

○伊藤正彦議長 後藤委員長。 
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○後藤健一郎総務産業常任委員長 今の質疑に対

して、私お答えする立場にはございません。委

員長報告に関しましては、このような質疑が委

員会内で行われたということを御報告するのが

委員長報告であり、その質疑は、例えば委員会

でこういう質問はなされませんでしたかなどと

いうことに対して答えるものだと理解していま

すが、いかがでしょうか。（「そのとおりだ」の

声あり） 

○伊藤正彦議長 渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 若干、委員長の今の答弁につい

ても疑問があります。 

  まず、協議会のほうで賛成３、反対３で３対

３になって、委員長の賛成によってこの陳情が

委員会に上がってきたものであって、委員長が

そういう賛成の立場だったということを明確に

したいと思います。 

  あともう一つ、今の報告の中で、私が発言し

た内容が一切削除されているので、どのような

お考えで削除されたのかちょっとお伺いしたい

と思います。 

  国際勝共連合山形県本部というのは、山形市

鳥居ケ丘に本部があって、今回の陳情を出され

た張本人がここの代表をされているということ

をまず申しあげたつもりでした。 

  国際勝共連合とは、ウィキペディアによれば、

教義の一つとして、「共産主義をこの地球上か

ら完全に一掃する」「朝鮮半島が突破口に第三

次世界大戦が必ずおこらなければならない」

「日本は生活水準を３分の１に減らし、税金を

４倍、５倍にしてでも、軍事力を増強してゆか

ねばならない」というふうなことを記載して、

日本国民に犠牲になることを要求しているとい

うことが明記されているわけでありまして、こ

れがそもそものこの政治団体の本質であるとい

うふうなことを申しあげました。 

  以下、先ほど太田議員の質問の中にもあった

とおりですけれども、今、岸田総理が統一教会

と決別をするというふうなことを言っているに

もかかわらず、委員の中でも自民党の所属の

方々もいらっしゃるわけですけれども、この陳

情に賛成をしたということはいかがなものかと

いうことを強く申しあげたつもりだったわけで

す。 

  そういったことも含めて、委員長のお考えを

お伺いしたいと思います。（「委員長報告、何そ

だい委員長さ言うの。陳情だぞ、陳情」「報告

しったがらだ。議案になったからでしょう」の

声あり） 

○伊藤正彦議長 静粛に願います。 

  後藤委員長。 

○後藤健一郎総務産業常任委員長 発言内容を全

て削除されているということでありましたが、

委員からの発言において、先ほど申しあげたと

おり、山形県選挙管理委員会に届け出た登録指

定政治団体によれば、この陳情申請者は国際勝

共連合山形県本部の代表であるというふうに、

今も委員長報告で報告させていただいたとおり

でありまして、委員からの発言の内容としては

こういう団体であると、なので、この団体が寒

河江市議会にも団体の存在感をアピールするた

めの狙いではないかというのが、私は委員から

の発言の内容の趣旨だと思いましたので、その

ようにまとめて報告させていただいた次第です。 

○伊藤正彦議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 後段の質問については、それは

分かれていたんですけれども、前段に申しあげ

た、協議会で３対３の同数であって、委員長裁

決で賛成に回ってこれが議案になったというふ

うな経過からして、委員長はその立場にないと

いうふうに太田陽子議員の質問に答えたことは

私は理解できないし、そんな答弁で駄目だとい

うふうに思います。 

  あと、やじも飛んできましたけれども、これ

が議案として審議されてここで報告されたから

質問しているのであって、それを何だかんだ言
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われる覚えはありませんので、議長、ちゃんと

それについては制止してください。以上です。 

○伊藤正彦議長 後藤委員長。 

○後藤健一郎総務産業常任委員長 現在、委員長

報告をしたとおりであり、委員会においては、

採決の結果、賛成多数をもって採択すべきとい

うのが委員会の報告でございます。 

○伊藤正彦議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第16号寒河江市課制条例の一部改正につい

て、議第17号寒河江市個人情報保護法施行条例

の制定について、議第18号寒河江市田代地区多

目的交流館の設置及び管理に関する条例の一部

改正について、議第19号寒河江市職員の高齢者

部分休業に関する条例の制定について、議第24

号寒河江市葉山森林総合レクリエーシヨン施設

に関する条例の一部改正について、議第25号寒

河江市道路占用料条例の一部改正について、議

第27号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

一部変更について及び議第28号市道路線の認定

についての８案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの８案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ８案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第16号、議第17号、議第18号、議

第19号、議第24号、議第25号、議第27号及び議

第28号の８案件は原案のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○伊藤正彦議長 次に、日程第30、議第20号寒河

江市障がいのある人もない人も共に生きるまち

づくり条例の制定についてから日程第34、議第

26号寒河江市西村山郡介護認定審査会共同設置

規約の一部変更についてまでの５案件を一括議

題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○伊藤正彦議長 日程第35、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。太田厚

生文教常任委員長。 

   〔太田陽子厚生文教常任委員長 登壇〕 

○太田陽子厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月13日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第20号から議第23

号まで及び議第26号の５案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第20号寒河江市障がいのある人も

ない人も共に生きるまちづくり条例の制定につ

いてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に入

りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「第２条の用語の意義の説明におい

て、合理的な配慮とあるが、これは具体的には

どのようなことをいうのか」との問いがあり、

当局より「合理的な配慮とは、社会的障壁を取

り除くための配慮であり、具体的には、段差が

ある箇所へのスロープの設置、障がい者用の駐

車場整備、目が見えない方のためのメニューの

読み上げなどが想定されます」との答弁があり

ました。 

  委員より「この条例を市民に理解してもらう
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ためにどのように周知をしていくのか」との問

いがあり、当局より「市報、ホームページへの

掲載、ＳＮＳでの情報発信のほか、保育所や学

校においても周知を図っていきたいと考えてお

ります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第21号こども家庭庁設置法の施行等

に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につ

いてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に入

りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採決

の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  次に、議第22号寒河江市国民健康保険条例の

一部改正についてを議題とし、当局の説明を求

め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「出産育児一時金を48万8,000円に

増額する改正とのことだが、全国的には50万円

への増額である。この差額はどのような理由に

よるものなのか」との問いがあり、当局より

「出産育児一時金は48万8,000円に増額いたし

ますが、このほかに産科医療補償制度の掛金１

万2,000円が支給されます。これらを合計する

と、全国一律の金額と同額の50万円となりま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第23号寒河江市犯罪被害者等支援条

例の制定についてを議題とし、当局の説明を求

め、質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第26号寒河江市西村山郡介護認定審

査会共同設置規約の一部変更についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○伊藤正彦議長 日程第36、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第20号寒河江市障がいのある人もない人も

共に生きるまちづくり条例の制定について、議

第21号こども家庭庁設置法の施行等に伴う関係

条例の整理に関する条例の制定について、議第

22号寒河江市国民健康保険条例の一部改正につ

いて、議第23号寒河江市犯罪被害者等支援条例

の制定について及び議第26号寒河江市西村山郡

介護認定審査会共同設置規約の一部変更につい

ての５案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの５案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ５案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第20号、議第21号、議第22号、議

第23号及び議第26号の５案件は原案のとおり可

決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○伊藤正彦議長 次に、日程第37、議第31号令和



 - 102 - 

４年度寒河江市一般会計補正予算（第15号）か

ら日程第40、議第34号寒河江市特別職に属する

者の給与等に関する条例の一部改正についてま

での４案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○伊藤正彦議長 日程第41、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第31号令和４年度寒河江市一

般会計補正予算（第15号）及び議第32号令和５

年度寒河江市一般会計補正予算（第１号）につ

きまして、関連がございますので一括して御説

明を申しあげます。 

  このたびの補正予算は、令和５年度に実施予

定としておりました屋内型児童遊戯施設及び屋

外宿泊体験施設整備事業の一部が、国における

令和４年度補正予算の地方創生拠点整備交付金

を活用することで採択されたことから、令和５

年度予算を減額し、令和４年度補正予算として

事業費を追加するのが主なものでございます。 

  その結果、議第31号令和４年度寒河江市一般

会計補正予算（第15号）は、歳入歳出予算それ

ぞれ９億4,056万円を追加し、予算総額を歳入

歳出それぞれ278億8,758万3,000円とするもの

でございます。 

  これに対する歳入については、国庫支出金４

億7,027万8,000円、繰入金８万2,000円、市債

４億7,020万円を追加し対応することとしたと

ころであります。 

  また、議第32号令和５年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）は、歳入歳出予算それぞれ

９億4,608万円を減額し、予算総額を歳入歳出

それぞれ206億7,392万円とするものでございま

す。 

  これに対する歳入については、国庫支出金４

億7,027万8,000円、繰越金560万2,000円、市債

４億7,020万円を減額し、対応することといた

しました。 

  次に、議第33号寒河江市職員定数条例の一部

改正についてを御説明申しあげます。 

  監査委員事務局の職員定数を増員するため、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第34号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを御説

明申しあげます。 

  ふるさと納税に係る事件を受け、市政への信

用失墜及び市長としての管理監督責任を鑑み、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  以上４案件を御提案申しあげましたが、詳細

につきましては関係課長より御説明を申しあげ

ますので、よろしく御審議の上、御可決くださ

いますようお願い申しあげる次第であります。

以上でございます。 

○伊藤正彦議長 小泉財政課長。 

   〔小泉 尚財政課長 登壇〕 

○小泉 尚財政課長 私からは、議第31号令和４

年度寒河江市一般会計補正予算（第15号）及び

議第32号令和５年度寒河江市一般会計補正予算

（第１号）につきまして、関連がございますの

で、一括して御説明申しあげます。 

  先ほど市長から御説明がありましたとおり、

令和５年度の当初予算に計上しておりますチェ

リーランド再整備事業の一部について、このた

び、国の令和４年度地方創生関連交付金の補正

予算に係る事業として採択されました。 

  屋内児童遊戯施設整備については次世代子育

てステーション整備事業として、また屋外宿泊

体験施設についてはアウトドア活動拠点整備事

業として、それぞれ採択の内示がありましたこ

とから、令和５年度予算を減額し、令和４年度

補正予算として事業費を追加するものでありま

す。 

  初めに、議第31号令和４年度寒河江市一般会
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計補正予算（第15号）について御説明いたしま

す。 

  先に歳出のほうから御説明させていただきま

すので、事項別明細書の７ページを御覧くださ

い。 

  ２款１項11目につきましては、チェリーラン

ド再整備事業について追加を行うもので、12節

委託料は工事監理の委託料、14節工事請負費は

屋内型児童遊戯施設及びキャンプ場等の屋外宿

泊体験施設の整備に係る工事費でございます。 

  続きまして、歳入について御説明いたします

ので、６ページを御覧ください。 

  14款国庫支出金の地方創生拠点整備交付金及

び地方創生推進交付金はチェリーランド再整備

事業に充てるもので、事業費の２分の１が国か

ら交付されます。市では、全額、地方創生拠点

整備交付金として申請しましたが、屋外宿泊体

験施設に係る附帯工事については、地方創生推

進交付金として国より採択を受けたことから、

それぞれ分けての追加となりました。18款繰入

金は、チェリーランド再整備事業の財源として

財政調整基金から繰入れするもので、これによ

り、財政調整基金の残高は16億231万5,000円に

なります。21款市債につきましても、チェリー

ランド再整備に係るものでございます。 

  歳入は以上でございます。 

  続きまして、第２表繰越明許費について御説

明申しあげます。４ページを御覧ください。 

  ２款総務費に２件の追加となります。光ケー

ブル管理事業につきましては、今年２月下旬に

大江町百目木地区におきまして発生した主要地

方道天童大江線の道路崩壊について、県が行う

復旧工事に伴い、本市が埋設している光ケーブ

ルの仮移設を求められ工事が必要になったもの

でありますが、年度内での完了が難しく、繰越

しを行うものでございます。 

  また、チェリーランド再整備事業につきまし

ては、先ほど御説明申しあげたとおり、令和４

年度の国補正予算を活用し、今回の歳出予算に

追加した事業であることから年度内完了が困難

になったためでございます。 

  第２表は以上でございます。 

  ５ページを御覧ください。 

  第３表地方債補正について御説明申しあげま

す。 

  地方債につきましては、先ほど歳入の21款市

債で御説明申しあげたとおり、起債する額を確

保するために増額の変更をするものでございま

す。 

  次に、議第32号令和５年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）について御説明いたします。 

  こちらも歳出のほうから御説明させていただ

きますので、事項別明細書の６ページを御覧く

ださい。 

  ２款１項１目、特別職給与費につきましては、

ふるさと納税に係る事件を受け、市への信用失

墜及び市長としての管理監督責任を鑑み、市長

の給料支給額を令和５年４月１日から令和６年

３月31日までの１年間、50％減額するものでご

ざいます。 

  ２款１項11目、チェリーランド再整備事業に

つきましては、先ほど御説明いたしましたとお

り、屋内型児童遊戯施設及び屋外宿泊体験施設

整備の一部が令和４年度補正予算として採択さ

れたことから、令和５年度予算を減額するもの

でございます。 

  続きまして、歳入について御説明いたします

ので、事項別明細書の５ページを御覧ください。 

  14款国庫支出金につきましては、チェリーラ

ンド再整備事業に係るものを全額令和４年度に

前倒しいたしますので、４億7,027万8,000円を

減額するものです。19款繰越金については、財

源調整のため560万2,000円を減額するものです。

21款市債については、チェリーランド再整備事

業に係るものを全額令和４年度に前倒しいたし

ますので、４億7,020万円を減額するものでご
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ざいます。 

  ４ページを御覧ください。 

  第２表地方債補正について御説明いたします。 

  地方債につきましては、先ほど歳入の21款市

債で御説明申しあげたとおり、チェリーランド

再整備事業に係るものを全額令和４年度に前倒

しいたしますので、減額変更するものでござい

ます。 

  私からの説明は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

○伊藤正彦議長 鈴木総務課長。 

   〔鈴木 隆総務課長（併）選挙管理委員会

事務局長 登壇〕 

○鈴木 隆総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 私からは、議第33号寒河江市職員定数条例

の一部改正について御説明申しあげます。 

  このたびのふるさと納税事業に係る事件を受

け、各課等で所管する事務事業に対する内部監

査を実施するに当たり、監査委員を補助する事

務局職員の事務執行体制の充実を図るため、現

在、監査委員の事務部局の職員２人と定めてい

るところを１人増員するものであります。 

  なお、職員定数合計を変えず、市長事務部局

の職員265人から１人減員して対応するもので

あります。 

  次に、議第34号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正について御説明

申しあげます。 

  ふるさと納税事務において、市政への信用を

大きく損ねるようなことになったことに対して、

また、当時の任命権者である市長の管理監督責

任を考慮し、市長の給料支給について、令和５

年４月から１年間、給料月額に100分の50を乗

じた額を減額するもので、条例附則に改正内容

を盛り込み、公布の日から施行するものであり

ます。 

  以上、よろしく御審議いただき御可決くださ

るようお願い申しあげます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○伊藤正彦議長 日程第42、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第31号、議

第32号、議第33号及び議第34号の４案件につい

ては、会議規則第37条第３項の規定により委員

会付託を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○伊藤正彦議長 日程第43、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  初めに、議第31号について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第32号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第33号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第34号について質疑はありませんか。

渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今回のふるさと納税の事件を受

けた市長のトップとしての管理監督責任をこの

ような形で提案されたということは、私も半分

は理解できるところがございます。 

  市長はこれまで、課税ミスに対する責任とか

高額療養費未請求事案に関する管理監督責任と

か、様々な責任を取られ、そして、これまでも

３割カットで来られたと理解しております。こ

れをさらに２割プラスして５割カット、550万
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何がしになると、私ども議員の報酬年額580万

か590万ぐらいなんですけれども、それ以下に

なってしまうというふうなことなども、大きい

提案だなというふうに最初に見たときに思いま

した。 

  今後、こういったことは決してあってはなら

ないわけですけれども、市民に対して責任をお

取りになるということは理解できるんですけれ

ども、市役所内の管理職はじめ職員の皆さんに

対して、やっぱりそれはそれで姿勢を示すこと

は大事ですけれども、もう一つは、やっぱり管

理職をはじめ、モチベーションの低下とかある

いは共有すべき責任とか、様々な思いがあると

思います。そういったものも市長として受け止

めていただかなければならないと思いますけれ

ども、率直に市長として部下の皆さんの思いな

どもどのように受け止めておられるのか、施政

方針の中で生まれ変わるつもりでチーム一丸と

なって頑張っていくというふうな決意を新たに

されたわけです。また、私の一般質問の中でも

丁寧な御答弁もいただいたわけですけれども、

そうした点も含めて、市長、どのようにお考え

なのかお伺いします。 

○伊藤正彦議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 改めて今回の事件を振り返って

みますと、２月７日に元市職員がふるさと納税

事務に係る加重収賄容疑で逮捕されて、２月27

日に起訴、そして収賄容疑で再逮捕であります。

そして、おととい、３月20日に追起訴されると

いう状況になっているわけであります。改めて、

市民の皆さん、そしてふるさと納税に御協力い

ただいている寄附者の皆さんに、御迷惑をおか

けし大変な信用失墜の事件であったということ

でおわびをするわけであります。心から申し訳

なく思っているところであります。 

  また、今回、新年度予算などについても、そ

うした今回の事件の影響を受けて予算編成せざ

るを得ないという中で、職員の皆さんにはそう

いった状況を理解していただき短期間の間で予

算編成をまとめていただきました。財政課の職

員だけでなくて市職員全てに、この事件を受け

て新年度予算の編成に努力をしてもらったわけ

であります。おかげをもちまして予算を成立す

ることができました。大変厳しい内容でありま

すけれども、そして、ただいま、新年度予算も

含めて、議会各位の御理解、御協力をいただい

て可決をいただいたというふうになっているわ

けであります。大変ありがたく私は思っている

ところであります。 

  そうした節目のときに、やはり、先ほど来あ

りますけれども、トップとしての責任を示す必

要があるということで、今日、追加提案をさせ

ていただいた次第であります。いつの時点か、

けじめをつけていかなければなりませんので、

早い段階で市の、私の姿勢を示して、そして、

新たな気持ちで私自身も、そして職員も、新年

度を迎えてさらに前に進んでいくということが

必要なのではないかということで、このタイミ

ングを考えさせていただいた次第であります。 

  50％がどうかということもあるわけではあり

ますけれども、私の責任の重さというものを考

えた上での減額、幅、期間だというふうに思っ

ておりますので、議員各位には御理解を賜りた

いというふうに思いますので、よろしくお願い

を申しあげます。 

○伊藤正彦議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第31号令和４年度寒河江市一般

会計補正予算（第15号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 
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  賛成多数であります。 

  よって、議第31号は可決されました。 

  次に、議第32号令和５年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第32号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第33号寒河江市職員定数条例の一部

改正についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第33号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第34号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを採決

いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第34号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○伊藤正彦議長 日程第44、議会案第１号寒河江

市議会の個人情報の保護に関する条例の制定に

ついて及び日程第45、議会案第２号寒河江市議

会委員会条例の一部改正についての２案件を一

括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○伊藤正彦議長 日程第46、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第１号

及び議会案第２号の２案件については、会議規

則第37条第３項の規定により提案理由の説明を

省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、提案理由の説明を省略することに決

しました。 

 

質疑・討論・採決 

 

○伊藤正彦議長 日程第47、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  初めに、議会案第１号について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議会案第２号について質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議会案第１号寒河江市議会の個人情報の保護

に関する条例の制定について及び議会案第２号

寒河江市議会委員会条例の一部改正についての

２案件を一括して採決いたします。 

  ２案件は原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第１号及び議会案第２号の２

案件は原案のとおり可決されました。 
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   市立病院検討特別委員会にお 

   ける調査・研究報告について 

 

○伊藤正彦議長 日程第48、市立病院検討特別委

員会における調査・研究報告についてでありま

す。 

  市立病院検討特別委員会委員長より報告を求

めます。 

  柏倉市立病院検討特別委員会委員長。 

   〔柏倉信一市立病院検討特別委員会委員長 

登壇〕 

○柏倉信一市立病院検討特別委員会委員長 私か

ら御報告をさせていただきますが、調査・研究

等の資料に関しては、添付資料を準備させてい

ただいておりますので、御了解方をいただきま

して、私からは提言書のみを朗読させていただ

きますので、御了承をお願いいたします。 

  寒河江市立病院の今後の医療提供体制につい

ての提言書（案）。 

  本委員会は、令和４年６月議会において「寒

河江市立病院の今後の医療提供体制のありかた

を協議すること」を目的に立ち上げ、本市を取

り巻く環境や今後の医療ニーズに適した医療提

供体制のあるべき姿を模索し、また、寒河江・

西村山のリーダーとして、マクロ的視点も踏ま

え、これまで様々な角度から協議を重ねてきた。

具体的には、現在進行中の先進地である「県立

新庄病院」・「米沢市立病院」の視察研修を行っ

た。また、西村山地域医療提供体制検討会での

協議を受け、今後予想される人口構成と患者数

の将来推計、本市立病院を始め３つの公立病院

の患者数、医療従事者数、病床数、４つの公立

病院の経営状況などを考慮するとともに、全国

的に進められている三次・二次・一次医療機関

の機能分担、医療資源の集中的投資など、限り

ある医療資源の有効活用を踏まえ、まずは寒河

江市立病院と県立河北病院の統合を進めるべき

との結論に至った。 

  具体的取組となると、１市４町の医療従事者

を始めとする関係機関、関係自治体、住民の理

解・協力が不可欠であるが、各公立病院の施設

の老築化、厳しい経営状況等を踏まえ、早急な

対応を求めるものである。従って、県をリーダ

ーに寒河江西村山地域はもとより、村山地域全

体を取り巻く周辺の医療提供体制も充分踏まえ、

今後求められる持続可能な医療ニーズへの一日

も早い対応が急務であることから、「寒河江市

立病院と県立河北病院の統合」を早急に進める

必要がある。 

  以上、本委員会における提言（案）とする。 

  なお、本特別委員会については、全員協議会

における市政に対する提言書の議決をもって、

付託案件に関する調査・研究を終了することと

します。 

○伊藤正彦議長 お諮りいたします。 

  本特別委員会については、今定例会閉会後に

開催します全員協議会における市政に対する提

言書の議決をもって終了とすることに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、そのように決しました。 

  この際、木村寿太郎議員から発言の申出があ

りますので、これを許します。 

  木村議員。 

   〔木村寿太郎議員 登壇〕 

○木村寿太郎議員 今まで長時間にわたり本会議

を開催した後に、私に貴重なお時間を取ってい

ただきまして、まずもって厚く御礼申しあげま

す。 

  私が議員になったのが今から18年前、平成16

年12月でございました。それ以来18年を経過い

たしたわけですけれども、至らない点が多々あ

りまして、皆様には大変御迷惑をおかけしたわ

けですけれども、私は今回をもって勇退をする

ことを決意したわけですので、皆様への報告で
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ございます。 

  いろいろ長くなって迷惑をおかけしたわけで

ございますけれども、先ほど来、やじなんか私

が飛ばすばっかりだといつも言われるんですけ

れども、こういうふうにやじを飛ばす方もいな

くなるとちょっと寂しくなるかなとも思います

けれども、皆さんからいろいろ本当に年寄りを

面倒見ていただきました。 

  ５月を迎えますとちょうど80歳になるところ

でございます。そんな意味も含めまして、勇退

を決意したわけですけれども、ここにいる皆さ

ん方、当局、そして議員の皆様方には、もう数

え切れないほどの失礼を何回か申しあげました。

今もやじを飛ばしたりして、今日は懇親会があ

るわけですけれども、懇親会の後に野党の方か

らばんばんたたかれるのかなと思って今から楽

しみにしているんですけれども、これもいい思

い出になりました。 

  ぜひ、来月23日の選挙のときには、皆さん、

またここの席に戻っていただきますよう、私の

影は少なくともないわけでございますので、皆

さんで明るく楽しい議会にと言うと本当にふざ

けていると怒られるかもしれませんけれども、

そういうふうなムードが一番大切だと思います

ので、ぜひ皆さんの中で、また寒河江市議会は

大したもんだと褒められるようなことがなるよ

うに、結果を、私、傍観者として見させていた

だきますので、あとは議会に来る機会はないわ

けでございますけれども、今後とも皆さんの御

支援をよろしくお願いしたいと思います。 

  本当に貴重な時間をいただきましてありがと

うございました。よろしくお願いいたします。 

○伊藤正彦議長 木村議員、大変お疲れさまでし

た。どうもありがとうございました。 

  この際、市長からも発言の申出がありますの

でこれを許します。 

  佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 令和５年第１回定例会は、議員

の皆様にとりまして、現在の任期での最後の定

例会ということになるわけでありますので、閉

会を前にしてお時間をいただき、一言御挨拶を

申しあげたいと思います。 

  まず、３月２日に開会されました今定例会に

おきまして、本会議並びに各委員会等を通し、

長時間にわたり慎重に御審議を賜り、衷心より

敬意と感謝を申しあげる次第であります。 

  おかげをもちまして、先ほど申しあげました

が令和５年度予算並びに条例改正などの議案、

並びに本日追加提案を申しあげました人事案件

や補正予算などについて、原案のとおり、それ

ぞれ御可決を賜りましたこと、厚く御礼を申し

あげる次第であります。 

  さて、市勢の発展と市民の福祉向上のために、

熱い議論を重ねてこられた皆さんの任期もいよ

いよ迫ってまいりました。 

  この４年間を振り返ってみますと、令和２年

３月に、「さくらんぼと笑顔かがやく 安全・

安心なまち 寒河江」を将来都市像とする新第

６次振興計画を策定して、子育て支援の充実を

はじめとする人口減少対策、それから安全・安

心なまちづくりなどについて、議員の皆さんと

議論を交えながら取り組ませていただいたとこ

ろであります。 

  また、３年に及ぶ新型コロナウイルス感染症、

そして豪雨災害、ロシアのウクライナ侵攻に端

を発する原油・物価の高騰など、これまでの人

生を通してというんですか、我々が経験したこ

とのないような様々な事象に見舞われ、市民の

命と生活を守るべく様々な対策に皆さんと共に

奔走した期間ではなかったかなというふうに思

います。 

  この間、様々な対策について数多くの補正予

算を編成させていただいたわけでありますけれ

ども、議員の皆さんから速やかに御審議、御可

決をいただいて、おかげをもちまして、時期を
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逸することなく各種の事業に取り組むことがで

きたのではないかというふうに考えております。

これも議員各位の、皆様の御理解、御協力のた

まものと厚く感謝、御礼を申しあげるところで

あります。 

  そして、ただいまは木村寿太郎副議長様から

大変含蓄のあるお言葉をいただきました。木村

副議長におかれましては、これまで様々な議会

の要職を歴任されて、市議会議員として５期18

年余の長きにわたり、市勢の発展、そして市民

の福祉増進に汗をかいてこられたその御努力に

改めて深く感謝と敬意を表する次第であります。 

  今後とも健康に十分留意をしていただいて、

在任中と変わることなく、寒河江市のまちづく

りに御指導、お力添えを賜りますよう、心から

お願いを申しあげる次第であります。 

  改めまして、これまでの御厚情に衷心より御

礼を申しあげます。ありがとうございました。 

  また、引き続き御出馬になる皆様におかれま

しては、来る市議会議員選挙において御健闘い

ただき、再びこの議場でお目にかかれますよう、

心から御祈念を申しあげる次第であります。 

  最後になりますけれども、今後とも市勢発展

のため、職員一同、全身全霊をかけて取り組ん

でまいる所存でありますので、引き続き皆様方

の御指導、お力添えを賜りますようお願い申し

あげ、一言御挨拶とさせていただきます。誠に

ありがとうございました。 

 

   閉    会    午前１１時３６分 

 

○伊藤正彦議長 これにて令和５年第１回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。大変御苦労さ

までした。 

 


